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ま 年 時 代 の 鈴 木 文 治

 本間俊乎とのかかわりを中心として-----

吉 田 千 代

はしがき

山ロ高等学校時代 

本間俊平とのかかわり 

学窓から実践活動へ

れまではとんど着手されていない高等学校時代におけ 

る本問後平とのかかわりを中心として，.その思想的形 

成をたどってみるものである。

2 山ロ高等学校時代

は し 力 ’、き

1912 (大正元）年 8 月 1 日，東京帝国大学出身の若 

き法学士餘木文治は，東京.•芝の統一基督教弘道会の 

一室において，雑多な労働者を中心とする僅か；15名の 

全員を以ってま;愛会を創立した。それは大逆ぎ件直後 

の弾庄下，社会運動にとっては，きびしい r冬の時 

イかといわれるながからの発足であった。だが，周知 

のようにこの友愛会は，はどなくぱっ発した第1 次世 

界大戦を契機とする日本資本主義未曾有の好況期に， 

折から高揚した労働者階級の[!1覚の上に大きく支えら 

れて急速に組織を発展させ， 19 19 (大正8 ) 年には， 

大日本労働総同盟友愛会と改称され，日本労働組合 

連動の巾核となった。およそ社会運動の中核が労働組 

合運動であるとすれば，鈴木文治こそは我が国におけ 

るその建設者であると言えよう。鈴木文治に対する評 

価は，これまで種々な形でなされているが， r片山潜 

は彼によってはじめてその志を実現しえたし，撰Iや 

幸德は，彼の業績を媒介として，その思想を労働者大 

衆にひろめることができた。そして賀川や渡辺にい

たっては.，彼によって活躍の舞台を与えられたの.であ 

る。J とは，松尾尊タヒ教授の鈴木に対する実績評価で

ある。若き日の鈴木文治についでは， 
( 2 )

に克明な研究がなされている。本稿は,

同教授により既 

これらの成果

をも參照させていただきながら，能木文治の生涯を線 

る伝記的班究の-^端として，青年時代，とりわけ，と

明治35年 3 月，宮城県立古川中学校の第一回生とレ 

て卒業した鈴木文治は，同年*9 月初め/ 山1:1県の高參 

学校に入学するため，生れてはじめて鄉Hiの都仙台を 

あとにし，あらたな生活に向ってスタートした。

旧山ロ高# 学 校 （現山ロ大学）は，明'治 2 7年公布さ 

れた高等学校令により，それまでの山ロ高等中学校を 

改め，山ロ高等学校として発足したものである。その 

源は，文化12年，ポ士上111鳳陽力X開設した私慈「山ロ 

講座』に始り，山ロ藩主毛利氏が获より移した明倫館 

がその後をうけ，明治4 年，山口中学と改められて， 

17年には高等科が併置されていたものである◊後のマ 

ルクス経済学者河上摩も明治28年 9 月には，この高等 

学校文科に入学しており，同校からは明治，大正，昭 

和の3 代にかけて活躍した著名な学者，実業家等を多 

くま出している。 ■

鈴木文治が入学した当時の高參学校は，全国一finこ 

行われる共通選抜試験制度により，受験者は，試験の 

成績と志望の順位とによって学校の所属がきめられる 

ことになっていた。本来なら，郷里宮城県仙台の第二 

高等学校に入学したかったはずの鋳木も，こういうわ 

けで遠く離れた西国山ロの地で高等，学校の3 年間を過 

すことになったのである。だが,この若き日に山ロで 

過した体験こそは，餘木の生®に決定的な影響をもた 

らすものがあった。

始木は，両親が苦しい生活の中から，家財道具を売

注( 1 )  
( 2 )

r近代ロ本の巨人100人j 芸横秋，（昭和39年8 月母，所収)。

松尾尊觉若き日の於木文，冶とその周辺j (大正テ*モクラレーの研究，青木書店，1866^#,所収〉。

^A(674)

1

i
'；!

■ f1I
1

き



i：0-

青’年時代の鈴木文治

りはらって準備してくれた僅かの旅費を懐にして山ロ 

へ向った。途中，東京で同郷の先輩吉野作造，内ヶ崎 

作三郎に会い，山ロでの学生生活に0 いての助言をう 

け，内ヶ綺氏の知己，戸沢正保教授への紹介状をたず 

さえて山ロ高等学校に着いた。茨城士族出身の戸沢教 

授は，当時同校で英語を教えていた。彼はすぐ給木の 

保証人となって寄指舍入りを世話してくれた。この頃 

の校長ほ，福井県士族出身の松本源太郎，教頭は石川 

県士族出身の理学士横地石太郎，鈴木のクラス 督 は , 

同じく石川県士族出身の松本良郎というように教授陣 

は，ほとんど全国から集った士族出身者で占められて 

いた。これに対し学生の大半は，いうまでもなく平民 

で，大部分は関西方面の者が多かった。鈴木のクラス 

第 1 部甲英法政文科では，46人中，東北出身は鈴木の 

他に岩手から1 人あったのみであった。こうした柴-り 

の中で，東北なまりの鈴木の言葉は，いかにも1 S く感 

じられたことであろう。しかし持ち前の明るい性格と 

少年時代より養われてきた雄弁は，はどなく学友問の 

注目するところとなった。

山ロ高校には，明治31年 1 月より李友会が組織され 

ており，職員，生徒は，学芸部，運動部，会報部にそ 

れぞれ厲して活動しながら「51与二親瞪ヲ厚ゥシ參風 

ヲ養ヒ学校教育ノ完成ュ協力J していた。鈴木が入学 

した当時には，この学友会の活動も漸ぐ定聖化すると 

共に，一部にはこれを破って新機運を開かんとする動 

きもみられた。 に入学試驗制度の改本に伴う生徒の 

全国的集合は，しだいに県人会の如き小団体を族出せ 

しめ, とれが校風問題に関連して，校歌制定の要望を 

生むに至っていた。他方，宗教的傾向の台頭も著しく， 

仏教ぎ年会，羊牢会等を成立していたが，反面，無宗 

教を談じ，転じて政治に移り国家を論ずるの航向もま 

た強くなった。於に東Mの風雲急を告ぐるに及び，時 

局に関心を注ぎ，政治外交を論ずる声高く，山都論壇 

多彩を呈していた。こうした雰囲気の中で，給木は学 

芸部に属して活躍しはじめたが，明治36年の初めに学 

友会が行った校歌の懸賞募集には，逸早く応募した。

この第1 次募策には6 人, 第 2 次募集には16人 の 暮  

作品があり， 7 人の教授によって審まの結果は，第.2 

次応募者片山久吉の「花の都j が校歌として選ぱれ，

鋳木の作詩「学びの海J は, ぉしくも法作にとと*まっ 

た。ま[37年11月1 9日，学芸部の邦語講談会が街 1かれた 

折には，教授1 人，生徒5 人が選出されて，それぞれ 

演説や講話が行われたが，この日鈴木は「国運の前途J 

と題して熱弁をふるった。彼は，また学友会報り論説 

•雑おにもしぱしぱ役稿したり.，万朝報の懸賞短篇小 

説に応募したりもして，大いにその文才を亮郎した。

残会、ながら，これらの応募作品の内容については資料 

的に接するととができないのであるが，当時の教頭，

横地石太郎教授は後年その頃を回想して，学芸大会の 

演説に出場した選手の中でI■始木文治君の演説が最も 

出色の出来栄えであったJ と述べているところからも， 

高等学校時代の彼の活躍ぶりが他ばれる。

しかしながら， i：うした日々のうちにも，鈴木は苦 

学生として物質的窮乏のゆえに廣[19していた。ようや 

く高等学校に入学はしたものの，校則によって定めら 

れた制服一小倉織又はへルの背広—— を作ることが 

できず，私服で登校していた頃，度々教頭の横地先生 

から呼び出されて注意をうけた。たまりかねた鈴木は 

[学校は人材の教育が主か洋服調製が主かと先生に臉 

ってかかり，眼玉の飛び出る程叱りつけられたJ こと 

もあった。丰業していく先® から古夕!•套をゆずりうけ, 

古靴屋であ隊の古靴を買ってはき，高校在学の3年問 

着つづけた和服は，見るもあわれな有様となり，ボロ 

ボロに破れた拷は，かんぜよりでつな、ではき通した。 

大勢の子供を抱えて生活に廣する雨親からは，学資の 

送金が途絶えてしまった。はじめて孤独の境地に立っ 

た多情多感な青年鈴木は，[身は天涯の異域にありて 

靈中無一文，月謝の催促，舍費の督促にどうとも思案 

にあまり煩悶澳悩の日を送りJ ある時は北米行きを決 

心し，又ある時は「死を思うて決せず半夜鴻城亀山の 

はとりをか植したことも幾庇かJ あった。こうした高 

校時代の苦学生始木文治の様子を，彼が2 年生の時に 

書いた作文 r夏期休業の記J によって，さらに佩んで 

みよう。

「夏は逝けり。获のうら葉に戦ぐ金風は初!^の軍 

使としで来れり。.…...余 此 の 1 殺冷静の天地に 

於て転だ感慨に堪えざるものあり。少しく過ぎし 

夏期休業の記を試みんと欲す。徳富蘇條氏かつて

法( . 3 ) 山ロ高等学校学友会々训第1 条。 ‘
( 4 )  I•山ロ高等商業学校沿ホ史』(昭和15年）参照。

( 5 ) 学-上会月報，昭和5 年11月。

( 6 ) 始木文治r労働速動20年j <一元社,昭和e 年)，13直，以卞自伝と略す〒

( 7 )  ( 8 ) 自伝16 貝。 -
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日く，暑中め快楽は旅行にありと，又日く読書に 

ありと。然り苦熱の裡を去りて一笠一杖の行脚を 

企て，或は小径幽かにして青答滑らかなる処，自 

然の美と冥合して其恩に浴し，又綠蔭風涼しき姐， 

愛書諷ifiして夏ながら積雪の中に清臥したるが如 

き思ひをなすなど，誠に复は一面に於て吾人に与 

うる所多しと云はざるべからず。

 学生の如き研讚に寧日なき者の此の季間に

於ける夏期休業を望む本，大旱の雲覚に於けるが 

如く，この期に於いて或は敌圓に，或は山間に， 

或は海辺に各々其の欲する処に趣きて自由なる生 

活を楽まんと欲するも亦宜なる哉。然り而して此 

の喜悦と安慰とを求むべき悠遊静養すべき此の休 

業中徒らに索漠なる暗黒中に彷惶して烈日の下に 

煩悶と澳悩とに経過したるものありとせば，運命 

の魔手の如何に峻酷なるを見て転だ憐欄に堪えざ 

るものあるべき也。鳴呼余ぎの如き其の一人也。 

余は此A 旬の長日子中寸步も山口を出でざれぱ殆 

んど！！ら語るべき事なく，自らの日記を飾るべき 

の一事だにあらざる也。人は大空に卿づる雲鳥の 

如く，野に鳴く牛の如く，悠遊静養の裡に喜ばし 

< 嬉しくてその休業を楽めるに我は独り，鴻城の 

熱天地に徒らに煩悶苦闘の歴史を反復したるのみ。 

我が暑中休瑕はかくして初まりかくして終りき。 

我が暑中休暇は則ち我が追懐録，回顧録,感慨録 

となり了せる也。

我故郷は東奥の大平原也。家は富めりと云ふべ 

からざりしも数代の蓄を積みてよろづに事欠るを 

知らざりき。されど残酷なる時世の魔風は平和な 

る家庭を襲いて……唯だ我れは襲い来る山の如き 

乱涛の閩fこ翻界せられて要の如く此の一年を送り 

たるなりき。しかも運命のまの手は少しも緩まず， 

去年また地方に凶の炎あり。家政は月に溝を告 

ぐるのみにして我れまた旧膽，月淡く霜し弓き夕よ 

りはじめて食客こふものの生活を終りき。

斯くして迎えたるは今年の署中休暇也。定まれ 

る学資だにあらぬ身には旅行悠遊はひに俘べし 

となれど同窓の此所彼処，観光の地を選定するに 

余念なきをては転だ懷旧の情喝えずして云い知 

れぬ万解の悲波は脉ノ<として念頭に浮び来りて懷 

然として長太思を禁ずる能はざるなりき。七月の 

2が)̂ £り，心ある发の周旋によりて，さる会に出廣

L て初学者に英語を救へ，一方莱教授の原稿の挣 

零をなし，傍ら定まりたる学資を得んとて力を尽 

したれど放ちし矢は空しくして，叩きたるn 遂に 

開かれず，与えられたるは满:t の創受と冷えたる 

石なりき。我れは，只この憂慮と煩心との問にiji 

調なる生活を反復して酷暑を送り復た冷静の秋を 

迫へたるのみ。

淡想の詩にはr休言他鄉多苦辛，同胞有友自相 

親，柴扉晚出霜如雪，君汲前流我拾薪J とあれど 

故園を離るる数百里にして山河隔絶し,知己なく 

朋友なく親戚のあらねぱ？然として無S の地に対. 

して孤心の満足，プ何処に求むべきぞ。

然りといへども吏らに冥想一*番すれぱ自己の運 

命に泣いて徒らに過去に恋々たるは婦女子の事の 

み。男子由来豪爽を尊ぶ。彼の厭世主義の如きは 

戦敗者，失望者の悲観唱道する所，苟しくも廿世 

紀の男子は彼のロングフoa ロ一詩中の青年たる覚 

悟なかるべからざる也。よし，世は転変極まりな 

くして人生の盗は苦きものなりと吾人は吾人のオ 

力に応じて何等かの事功を残し, 幾分，世運の開 

達進ホに貢献せざるべからず。死生は矢命也。吾 

人は只適往すべきのみ。亭々たる松柏は風霜に遇 

いて益々其縁を発揮す。ホ来偉人多くは逆境にあ 

りて其品性を陶治志たり。所謂幾ぼ歴辛酸志始堅 

なるもの吾人の本懷となすべきにあらずや。人は 

如何なる逆境にありとも常に逆境以上にあるの心

事なかるべからずo ' ........

吾人何ぞ戦を恐れむや。困難を恐れむや。逆境 

を阻はむや。『爱きことのなはこの上に猿れかし。 

限りある身の力試めさん』…，，‘夕陽紅き時は晴天 

を卜し，西空黒雲に蔽はる時は雨の来るを予知す 

ぺし，まかも奈輩の境遇は誠に今日を以て明日を 

トすぺからず……意志のある所必らずあり，余 

輩は只毅然たる意志を以て遗憾なく余輩のホを尽 

し得ば，則ち足れり。豈に他を望まんや。 =
ユーゴ一其の孫の誕生を祝して13 く，職分に生 

れ，自由に成-長し，進汝ミに生活し，光明に死せよ。 

と。吾人頼はくは此の族言を服腐し，真理め正道

をホまなん。........

今や秋は来りぬ。余輩は先づ空想を離れて话勘

を取り，悠遠の神を念ひて清高の心を養ひ，霊性 

の愧発を求めん俄。j

注（9 ) 給木文治r夏期沐渠の缸I , 明治37サ: 9 月にIIIかれたこの作文には，11!上と来lijの評倾が付されズぃる-
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青年時代の鈴木文治

かつて商親の下で富裕な少年時代をはぐくまれた給 

木にとって,との山ロ高參学校時代の苦しい休験とそ 

は，やがて彼のホむべき道を決する一転機ともなった 

のである。だが，そとには若き日に苦悩する鈴木を力 

⑩く導いていた人物があったのである。

3 本閩俊平とめかかわり

山ロ市内随^ といわれる景勝の地，後河原を静かに 

流れる一ノ坂j||,龟山橋のほとりに小さい赤い搭の建 

つ教会がある。ここは，かつて舍学生鈴木文治が日曜 

学校々杳の® 守番をしながら，高等学校時代を過した 

場所である。被は山ロ高等•学校に入学当初，寄.宿舎に 

入ったものの，前述の如く学費舍費め支仏し、もできず, 

物質的窮乏から一時は神経衰弱に猫った。みかねた保 

課人の戸択教授は，被を自分の家に引きとり，食客書 

生として世話してくれた。鈴木は,ま族同様の親切を 

うけながら通学し，学資のためには近くに住む戸川秋 

骨教授の出版物の筆耕などをした。こうして一年金を 

過した後，当時道京帝国大学法学部の助教授をしてい 

た吉野作造のはからいにより，鄉里仙台の養賢義会ょ 

り毎月8 円の奨学金が受けられることになったのを機 

に, 戸沢家を出て，学校に程近い後河原の美以教会に 

間代無料で， 0 曜学校窗守番として住みこんだ。彼は 

同教会の正会員になったわけではな、が,所属信徒と 

同様の待遇をうけ，教会:の手伝いなどをしながら卒業 

までの日をことで過した。旣に10歳の時に金成IE教会 

でキリスト教徒として洗礼を受けて\；、た鈴木は，山ロ 

高等学校に入学すると同時に, 学内の羊'会というキ 

リスト教青年会に入り，後柯原の美以教会にも出入し 

ていた。

山ロ高校の羊♦ 会は，会長と数名の顧問は、ずれも 

同校のクリスチャン教授で組織されていたが，当時の 

学生の1 人は，羊5̂ ?会の思い出を次のょうに語ってい 

る。 .

r……私は高商第一回生として入学したが，当 

時まだ高等学校ニ学年及びさ学年生として残って 

居て，そのホの苹'4^会員から少からず励まされ指 

導を受けた。•，…•鈴木文洽兄も高等学校時代から

羊卑会員として熱心に活動して居られ，大学に進 

んで後も時々角帽を參けて学校に見へて奨励して 

くれたことを覚えて居る。 羊'/^-会の染りは実 

に後しいものであった。佐々木先111のお宅でよく 

会合を開k、すこが、,極めて素朴な集会で先生も生徙 

も隔てなく全く兄弟としての親しみを持ちrift落 

し』などの余興をやって，落ちたものは先生，生 

徒の区別なく隣席に居た者が思い切って傅ったも 

のである。先生はよく蔽から棒的にr決心出来た 

か出来たら洗'礼を受け給へ』と詰めよられた。先 

生の熱心には動かされたものが多かった。秋吉か 

ら本間俊平先生が時々爱年会に出かけて来られて 

痛棒を臉はされたものだ。当時のことで今一番深 

い思い出となって居るものは，春日山で相当永く 

翁けて毎日祈轉会をやったことやある。皆の者が 

ホ;心を吐露して饿悔し，祈り，語り，大いなる力 

を受けた。其れから信徒が其の家庭を開放して会 

員を迎へてくれすこ。又 『家庭開拓J と称して押し 

かけて御馳走をねだったりなどしたものだ。ずい 

ぶん家庭の方にも迷惑をかけたととと思うが学牛 

ら 、所もあゥた。今でも大いに感謝している。

後河原美以教会には，この頃柳原直人牧師，続いて 

田中義g/v師が赴任し，青年の指導にカプど入れで山ロ高 

枝の学生間に伝導をしていたから，坠書の講義や神学 

哲学の譲淚をききに教会に出入りする学生も多く, 言くi 

ネ自身も羊傘会のグル一プの1 人として，牧師や信徒 

らとも親交を深め,やがて間代無料で日購学校々舎の 

留守番として移り住むことができたのである。

ところで，この学友の思い出話しに出てくる本問俊 

平先生については，鈴木自身も後年，「信仰は熱烈火 

のやうな実践的宗教であった本問氏は,よく時折七里 

の山路を踏破しては，我々青年の仲間に来り投じ或は 

手を握って祈り，或は臂をとって談じた。此頃同氏の 

感化を受けたものは少くない。… '私などもその1 人 

であるJ と述べている。

本問俊平は，文豪，森鶴外を感動させ， その小説 

「鍵一下J のうちにH君として登場して,いる人物であ 

るが, 彼は当時，山口県秋宙村で長|»】大理ぉ採掘所を

注( 1のとの教会は現在の山ロ信愛教会であるか，同教会の信使名 1物中に能木文治の名はみられない。 

にハリスト正教会（ギリシヤ♦ カトリツク）のキリスト教徒として受洗していたためである。

( 11) 山 l-t商等学校は，齡木が在学中の明治3?年に山ロ高-斯船 g学校と改称された。

(12) 矢野M城 「高商初如の单^̂}2会の思い出_| ( 「苹 の 勘 ^ 2 - ^ .昭和9 イド. 7 月.;1513, 所収)。

(13) iHf云，20J t

この.ことは，彼が既
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链営し，大理石の採掘と加工のはがま少年の教育，と 

くに出獄者，非行ぎ少年40人程をあずかり，採掘にあ 

たりながら，これの補導と教育に献身していた。明治 

ニ35年から昭和6 年まで，彼力’、秋吉在住の30余年間に山 

ロ県下において，教育開拓に果した役割はきわめて大 

きかった。本間は明洽6 年，新潟県西蒲原部の漁村に 

‘生れ，極貧のために小学校を中退して12歳で出稼大工 

の徒弟となって，福鳥，仙台，さらに北海道を経て上 

京し，大倉土木組へ入社した。同社の横浜出張所に勤 

務中，奥江清之助によってキリスト教に導かれ受洗し 

た。その後，仙台, 弘前，ま城での生活を終えて29歳

の夏，秋吉村に移っていた。本間俊平については，既C14)
に伝記もかかれ彼白身の講演集なども出されているが,

しだいに察生たちの誇りとしてうけつがれ，雨の日も
(15〉

雪の日も休むことなく長くつづけられたという。

秋吉の採掘所を訪れた者は，だれしも「石工に化けた 

英霊が大理石を採掘しつつ触れあう人の心のうちに神 

'を喚:び醒しつつあるj (徳富菌花）'のを感じネこという。

この秋吉台の聖者は，鈴木も述べているように，七 

.里の山路をこえて山ロ高校や美以教会を訪れてま年達 

を指導していたぱかりでなく，全国各地に講演旅行を 

なし，さらに新聞，雑誌にもしぱしぱ投稿して，教育 

論 . 労働神聖論を吐露していた。

本間は，教会の牧師ではなかった。彼の信仰は哲学 

や神学のように書斎のなかから生みだされた抽象的な 

思索の結果では! い。それはまさに社会人事の一切tヒ 

，強し、かかわりあいをもちながら，父なる神との深い一 

致に生きる実践的信仰であった。本間の教育論に共鳴 

して秋吉の作業場を訪れ，その指導を求める中学や高 

等学校, 師範学校の教師は多かった。また，かつて建 

築工事の現場監督として宮内庁や軍の仕事にも塊わっ 

たことのある本間の交友関係は広く，時には陸軍や海 

軍の兵学校からも招かれて講演をした。彼は日本古来 

の武士道精神とキリスト鼻とは一致するものであると. 

考えていた。これは後述する本鄉教会の海老名弾正に 

も相通じるものかあった。

秋吉台の本間の家は，彼の德を慕って集う青^年たち 

の心霊餘の道場のようになった。こうして山ロ高等 

学校の生徒たちのなかにも，日曜日には遠く秋吉台の 

本問の作業場まで朝の礼稗に出かけるものがあらわれ 

た。まだはの|{&いうちに提灯をぶらさげて三々五々, 

寄宿舎を出発し，，いくっかの條をこえて行く彼らの足 

どりは軽く，その心は信仰に燃えていた。秋吉行きは,

山ロ高等学校の生徒と本閩俊平との関係については 

興味深いものがあるので，少し長くなるが本問俊平§  

身に語ってもらうことにしよう。 •
r久々にて本校を訪問し，諸君と共に語るの機 

を与えられたることを光栄とします。只今校長横 

地先生のホされました如く，私は20年前，本校が 

山ロ高參学校であり，松本先生が校長でありし当 

時より生徒の御方が禾ふの処へ段々御出でになり,

ま然多くの方々の精神上御相談相手ともなる様に 

なり教授の御方々とも親しく交はり，大勢の中に 

は又悲惨の出来事あり，六ヶ數事情も起り来って 

その始末其他の交際が段々と深くなり，あのま関 

の 隅 ，寄宿舍の軒下，製因教場の入口，かつて 

は重荷を負へる友を慰めし処である。自殺に迫り 

し若き兄弟と神に祈りを捧げし処である。校長さ 

んも私も当惑閉ロした記念の場所であると云ふわ 

けで，過言かは存じませんが私は，本校の塵芥片 

# 役 •小使•評議員にでもなりし如き有様であっ 

た。であるから本校を訪ふ事は，私に取っては兄 

か弟の家でも尋ねる心地がする。否親里へ帰りし 

心持が致しまする。随って私の申上る事は，演説 

でも説教でもなく極めて無遠慮のぉぢさん介な 

兄や弟の調子である。許して頂きたい。

今朝申上て見たいぎは生きた甲幾•ある生涯と云 

ふ事である。人生の真意義とも云ふべき事である。 

諸君もこの事に就て考へて居らるるに相違ない。

イュスは私に教へて日く’ r悲しむ者は幸福也，そ 

の人は安慰を得ぺければ也』と。即ち人生は苦労. 

人でなくては生きた甲斐がないと云ふ事である。

先年本校の前身山ロ高等学校に一*人の生徒が居 

た。この青年は一生懸命に勉敬して常に優越なる 

成績をあげて居た計りでなくして，常に心を生徒 

一般の精神修養上に注ぎ，延いて諸先生方の家庭 

にまでも心を配り，あるときは夜中六里の道をか 

け来って私を叩き起し，共に色々心配した事も少 

くなかった◊ 彼は実に書生の苦労人であった。彼 

の心配に由りて多くの同窓生が危险なる堕落の淡) 

より脱出した者は，あげて数も難しと云う程であ

注(14) 2 古明r本間晚平の生i l j  (昭和41年〉，小原ffl芳 f■秋吉台の聖者本問俊ザ先生J (昭和5 年）などがあを。

(15) tmmmHL ■

9S(678)

-

7

J

、

V

:ザ-ぎ 
ム: ん:

ド':：■!

m
 ̂ ;： 
三:J

m
r-



青年時代の錄木文治 ， ‘

ゥた。彼は今高等官三• ra等 の 壮 年 役 人 で あ る が り 。 諸君H新の学問を修むると共に進んでイ 

今も尚苦労人である。，私 は 思 う 波 は ど 仕 合 せ 者 は ス に ふ れ よ 。彼に従え。諸君が起っで世界の一 

ないと。何となれぱ此の如く苦しむ人の程度は义人として全人類の幸福に関与するの光と力と仕合

慰めらるる事の;^度であるからである。 校 長 せ は ，そこより輝き来るので(ぶ〉るJ 。 （傍点引用者）

先生からよい会社の役員に世話してもらい，で き frlfcりの多い本間俊平のグーダ^弁の話しは生徒達に 

るだけ楽してボーナスを沢山もらいたい。持参金はわかりにくい。だが，不思譲なことに本間先^^の真 

沢山の新しい女を嫁に欲しいなどと許り考えて居心から盗れでる言葉には心を打たれ，すっかり感心し 

る者は，神の造りし人の子の特権を放まし自ら地てしまったのである。当時の一学生は[私をキリスト 

獄に塵する者である。キリスト日く，悲 し む も の ，イニスの僕として，'その生涯を捧げしめる決心に導 

こそ人生の幸福児であると実に深い哉。キリストいて下さった最初の人は，実にわからぬゾーゾニ弁の 

に由る者は事毎1Cこの人生の真義を学び, 学校の身振り手振りの熱心な御征詞でありまL f c j と述後し 

ために, 社会のために，凡ての同胞のために參f ± ている。 ；：：

の生活をなすに至り，到るところに慰みと楽を見しかしながら東北生れの給木にとっては，プーゾ一 

出し，安逸を厭い，労苦を好み神の大業に参加す弁は却って本間先生への親近感を増していためである。 

.る寧のできる生きた人となをのである。諸君この鈴木が宮城県金成村で少年時代を過していた頃，本問 

一事を大に考ふべきである。 俊平も個台に大：T：として働いていた。その頃，血気虹

かって本校より放遂せられた気の毒な- ^ # 年がんな法被姿の本間俊乎は，多くの! T F をひきっれてキ 

あった。彼は何々省次官の子であった。私を頼っリスト教演説会場となった松鳥座に乗り込み，演説の 

て来られましたが私は何も呈する事は出来なかっ妨言をして，押川方義，植村正久らを見事に沈黙させ 

すこ。只キリストの大訓を以て彼を慰め導きました。 たりしたことがあった。だが，それから間もなく本問 

彼は大なる過去の誤■ を発見すると共に, 一変しは教会に出入ひするようになり,やがて聖パウロの如 

苦労人となった◊ 遂に今日ほ本邦第一等の銀行のき熱烈な使徒となったのである。そんな本間先也の思 

重き責任を負ふの身となった。又U 青年あり，卒い出話しをきくにっけ，鄉里から遠くはなれた孤独な 

業間違いなしと極め込み, 湯田で後進の同窓生を苦学生鈴木は，いっしか本間先生を夕:親のように感じ 

集めて送別の盛宴を張り，不用の机や時計をドンはじめていた。本間もまたぎ年始木の純粋さに心うた 

ドン人に遣して大に気前を見せたはよかったが， れ，慈父のまなざしで導いていた。

お振舞の翌朝学校に到り見るや，こは実に意外な我々 .は，高等学校時代の鈴木の文をみる時，青年 

るかな。落第も落第，大落第なので短刀を抜き放鈴木の思想彬成の上に,本間俊平の影響がいかに濃厚 

し，先生を殺して自分も自殺せんなどと非常に困であったかを知るので▲ る。それぱかりではない。Tイ 

りし力* 謝すべきかな。イエスに従って歩みを改ュスの教へられた其の義を求めよとは，神の完き品格 

め全く;^新の道に上り，今や某会社の取铺役，彼を日夜求めて進めとの事である。自己のためにも人の 

の書きし本は五十版百版，洛陽の呼価高しなど云ためにも社会のためにも之を目標として進まねばなら 

って広告を今日見ました。又一★ 年はあの寄宿舎ぬ。我らは神の国を建設するために神より来たりし者 

で自i 自棄者と化し実に気の毒とも浅ましいともである。 区々たる人を相手にこせっきに来たので 

云ふ様なき危き谷に落ちて居？た。私は何の幸ぞはない。 ，神は思想ではない，其想ではない，実行 

や，とめ不幸の兄弟と友たるの光栄を許され;i し で あ る 。‘ . .一)

た。祝すぺきかな波は大学を丰り，今や日本の大本間の索教，それは自ら大工とし't f e 衆のために立 

都市の幹部0 —人 i なり尽力するの身とはなれち上った突践家たるキリストの姿にあやかることであ

法( 1 6 ) 本間後平f山ロ高等商業学校における講演要領j ( 『回顧J 大正11年，所収)。

( 1 7 ) 佐藤寅lir r本間先生の追億J ( I■本問後平運集j 昭和34印:，所収)。

(1め高校時代の作亥にっいては本稿に引用した他に拙稿木文治の生® j ( 日本労働!^会 誌 215号) にも'71用されて 

いる0 力参照されたい。なお，鈴木は，これらの作文を大切に保存していで，総同会長時代に己が下に書生としズ 

来た親戚の-^青年を励ますために， を与‘えている。 . .

( 1 9 ) 山ロ高等学校における講满r人生の日的J (前揭 r回顧J 所収、

— —■   -



学 期平均  

1 学年試業

学期平均  

2 学年試菜

学期平均  

3 学年試業

本まは山ロ大学に残る山ロ商等学枝资法政文科Ip組め学籍博によP て，第者が作成させていただいたものであるC

注( 2 0 ) 防後新r a ,明治36ゴr - U U !；)。
( 2 1 ) r私の教育j 明治374「ぐ月。
( 2 2 ) 自伝，20H。 ■
( 2 3 ) 自伝，15K .
( 2 4 ) この央人は井上右次氏の麥，iJI:上幸子夫人である0 山ロ美以教会の信能名傅によれぱ，夫人は明治35律5 月25riに 

同教会において，シ•ゴ. チーグ牧師から洗礼をうけている。非上-力人は，苹'4〈会の青4 たちのためにしぱしぱ家庭 
をDB放して、た。的木より7 歳¥ 上の彼女は，明め3が 1 )] , 夫右次氏の俩死により未亡人となったが， 木が友愛 
会を剑立して数ゴ後に彼とT;f婚した。 '
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った。 r労働は生命なり，神が人間に吹き込みたる神 

聖なる聖気は額に汁する者の心に宿る，労働せざる者 

が何が故に尊きか，醒めよ画民，砲姻弹雨の汚戦場裡

人類至高の目に何ぞ安眠を舍るや。労働は神聖なり(20) • •
的に達する手段なり……J と教えさとす本間先生の一

する大々戦場は今正に展開せらるべし, 
( 2 0

イオニアの青年よ出でよ‘….リ

4 ,から友變会を剑立し，文字通り大正期労働運動のパ 

イオユアとなった給木は，後年，当時のことを回想し 

ながら「私はマルクスの説に部分的には共鳴するとこ 

ろ少からざるにも拘らず，尚純然たる唯物論者になり

言"^句は，青年鈴木の心に深くきざみこまれていった。 

本問は， ぱしぱ青年達に向って「パイオユアたれ！ J 

と叫んだ， r 日本の今日の最大耍求は,庚にバイオニ 

アたるの青年の出でんことなり。その政治と外交とに 

諭なく商工業と農業とを問わず，バイオニアの青年よ 

出でよと叫びつつあるなり，. . . . . .青年よ夢より醒めよ，

卷煙草をふかしつつ海国-巧児を気取るを止めよ，その 

学業段く貯蓄して出でもせぬ社会の事を發うるを止め 

よ，汝は今日を放擲して明のず:のみ配慮しっつある 

なり，汝世に出でて資本家なきを要うる勿れ。バイオ 

ニアたるこそ大資本: t なれ。… …青年よ，君活励に委

アア‘バ

切れないのは，此の時代の影響が可なりあると思って 
(22)

いる_ !と述べているように，高等学校時代におけるお

間俊平との避追は，まさに彼の全生涯に影響を及ぼす 

ものとなっていたのやある。こうして高等学校の3 年 

問，鄉坦の両親の下には- 、度も帰/イミ力きず，きびしい 

廣乏生活のうちに「我れ何のために生くるか，何のた

めに学問するか，世間の幸運逆運わ存在，貧富懸隔に
(23)

依る差別待遇J というような問題について考えなやん

だ鈴木ば，本問俊平というたくましい卖践的宗教家と 

のめくニりあいの中で,若き日の苦悩からなちあがった。

ところで我シは，高等学校時代の鈴木文治を語るKi 

あたって，この偉大な指導者本問俊平先生と典に鈴木

を拨けたもう一人の人物，若くて美しいクリスチすン 

夫人がいたことを忘れてはならない。彼女は，ある時

大逆? 件の直後，「社会運動の冬の時代J といわれるは母のように，またある時ぱ肺のようにやさしく彼を

山 ロ 高 等 学 校 時 代 の 成 續 表

明
治
が
年

7

月
明
治
？？年

7
'月P

洽
W

年
7

月

席

次

法 倫 総

学 理 平 

通

論 均

16

77
90

論
现
心
理
数
学

85

体

操

77

76

歴

史

75

78

77

独

語

講 文  

読 作

76 73

77 66

70

77

74

文

作 

英

語

訳

読

79

77 59

90 73

84 73

漠

文

72

87

74

90

講 作 ; 

読 文

73

67

国.

新

75

71

~t.4 :

I

1

l

b

k
.

%
%  

- ’

< レ 
* ：

i
.? 

5

- 

*
«
A
.
9
A
3
- 

4

S

^



1̂ザ時代の鈴木文治

いたわり励ましつづけてくれた。この女性こそ，はか 

ならぬ後架鈴木と結ぱれた幸子夫人その人であった。

山ロ，それは鈴木にとって苦しみのうもにも，まさ 

に強く 31しぐ花咲いた青春の地であったのである。

こうして信仰を同じくする人々のあたたかい使情に 

拔けられ，明治38年 6 月，彼は若きP1の決意をr n 志j 

に記して山ロ高等学校を卒莱した。在学中の鈴木の学 

業成辕も曳く，それをみると逆境にもめげず，絶えず 

勉学しつづけた努力め跡がみられる。因みに山ロ大学 

経济学部に保存されている学籍德から,彼の高等学校 

時代の成績を紹介しておこう。

■ 4 学窓から実践活動へ

明治38年 夏 ，高-等学校の卒業証書を-手に，一たん 

両親の下に帰省'した鈴木は， 9 月 1 H , あこがれの東 

京帝a 大学に入学するため上京した。時あたかもト：!露 

軟争直後めポーツマス条約についての民衆の不滴は爆 

発していた。，京後4 日にして目撃した日比谷焼打事 

件の騒動ぱ，田舍学生鈴木の心に深い印象を残した。 

周知のように，この事件を契機として日本帝国主義は， 

その内部にはらむ矛盾を露呈しはじめていたのである。 

翌39年には，最初の合法無産政党として日本社会党が. 

結成され，時代の気運はまさに大きく転換しつつあっ 

た。

こうした時期に大学生活に入った鈴木の生活の一半 

は，何よりも郷党の先輩告野作造や小山娘助らとの深 

いかかわりあいのなかで* 本鄉教会につながっていた。 

勢木は上京するとただちに吉軟の世話で本鄉台nixの帝 

大11?年会寄宿舎に入った。ここは中央学生基督教爱年‘ 

会 撒 （いわゆるYMCAの寄;Tef舎- : )であったから, 当時，

日の出の勢いをみせていた救世軍の山室軍平をはじめ， 

安ぐ;纖雄，海老名弾正などが出入りして，青年たちの 

問には，キリスト教的雰EH気があ満していた。前述の 

本間俊乎も上京の折には大抵ここを訪ねて青年たちを 

啓蒙していた。寄沾舍の青年たちの多くは海老名弾正 

の率いる本鄉教会に属していた。

旧知のように，明治22年 2 月1 1日に発布された帝国 

憲法は，その第28条 に I■日本臣民ハ安寧秩序ヲ幼ケス 

及ヒ臣民タルノ義'務ュ背カサル限ュ於チ信教ノ '|!| E tiヲ 

‘イすスJ と記された。キ Uシタン迫害以来，長い年月r  

直って蔭 ‘者扱いをうけてきたキリスト教拖にも,よ

うやく信教の1̂ 1山が公認された。しかしながら，. f帝 

国憲法の基本原理を維持するためには, 天賦人権論は: 

'否定され，身分制め倫理の確立のためには，キリスト 

教の人間観は克服されねばならなかったJ から，围家 

とキリスト教との間には，あらたな波紋がなげかけら 

れていた。夫皇を现人神として神聖視し，御真影に対 

する崇样問題をめぐ0 て不敬事件にとわれ，内村鑑三 

が第一‘高等学校の教壊を追われたのは明治244P 1 月の 

ことであったが，この!明から明'?末年に至るまでの日 

本キリスト教史は，まさに闘争と試燥の時代であった 

といわれる。国家主義の合頭の中で，保ホ'反動勢力か 

らうける庄迪に加えて，政治や国家思想に典味をもつ 

者は，キリスト教から離れていき，欧化主義の時代に 

時活発化した教勢も次第に停滞した。これと同時に， 

ドイツから聖書の高等批判を基礎とする新神学が導入 

され，日木のキリスト教会内には深刻な動揺が/ じた。 

それまで宣教師から教えられた福音的信仰を素朴に信 

じていた人々も，次第に新孙学に影響をうけ六合雑誌 

も，進歩派の手に帰した。'教会fp指,導的立場にあった 

金森通倫は，明治24年 6 月，T日本現今の基督教並に 

将来の基督教J と題する小冊子によって正統信仰を攻 

撃し，伝道界を退いて資業界に入り, また傅非時fおiは， 

「♦ 日我邦に行はるる処の基督教は，多くはこれ爽米 

のキリスト教と称すべからざるものあり。これより以 

後は日本風の基督教を発達するの機会到来したるなれ。 

此機会に乗じて我日本風の基督教を宣伝せば，天下の 

人心は必ず漁然として之に服せん。J と 1■日本将来の 

基督教」，について論じた。

自由主義押学は,こうして従来の福音的信条から解 

放されて，日本主義的なものと結合する契機を握った 

ぱかりでなく， の段階には社会主義的なものとも結 

びついていった。だが，このような勘きに対して，ど 

こまでも福音の純粋性を貫こうとする動きもあり，両 

者の間には，やがてはげしい論争がはじめら’れた。す 

なわち，進歩主義，自め主義を代表する本鄉教会の牧 

師游老名弾正と，正統主義の立場を堅持していた富こI:: 

見町教会め牧師植村正久との問に展開された神ぎ:論ビA 

がそれである。この大論争は, 海老名?1£筆 の [新人J 

と植村主宰のf福音新報J との板上において，明治34 

年 9 月から翌年7 Mまで練けられた'盈々たる神学論#  

であったが，海老名はほ己を判断の基準として1Tr学的 

合理生義の立場に5Zゥて論陣を張り，植村はキリスト

注ゆ） 明治38平6 月tこ-HW、れたこの作文は，前船III搞において紹介している。、 

( 2 6 ) 片山M瀬 r近代日本とキリスト教J 明抬篇， （創文社，昭豹0坪 )，201Ho

— 101(681) ‘——
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信仰が元来歴史的なものであることを主張して，海老

名らの哲学的態度を批判した。この論経過は r植村

正久とそめ時代J に詳細に述べられているが，明治，

大正，昭和を通じて最大の神学諭争であったといわれ 
( 2?>
る。

それはともかく，海老名の自由神学は天皇制ィデォ 

ロギ一と結びつき，袍教者として死するよりも愛国者 

として生きることを欲せしめるはどに，国家はま上な 

ものとして位置づけられた。しかし同時に，神の前に 

旧人の尊厳をも忘れてはならないことを车張する彼の 

自由神学は, 国家を構成する人民の政治的自由‘思想 

的自由をも尊重するというものであったから，給木が 

大学生々活に入った頃の本鄉教会には，多くの若きィ 

ンチリが盤り，活気を呈していた。

本鄉教会の牧師海老名弾正について，山路愛山は次 

のように述べ.ている。 ’

r植村君が正統教会の繞将たると相対してg 由 

基督教の総大将と目すべきは海老名弾正君なり。 

海老名君は年は随分取り居らるけれども，基督教 

会の勇将とレて名を成したるは比較的近年の事な 

り。…‘•‘君は晚成の人にて小Hi弘道君などを思想 

の案內吉としたる時節もありし様なり。されど海 

老名君の思想は年々進歩し，君の学問も年と共に 

長じ，君が時世に触れ時勢を解する識見も迫々開 

け来れり。但し君が本鄉教会に牧師たる位置も此 

進歩を助けたるに与って力あるは勿論なり。植村 

君の番町教会は純土の教会にして本鄉教会は書生 

の教会なり。本鄉教会の如き書生の中心に立ちて 

海老名君の如く動き易く感じ易く他人より益を受 

け易き心が時代の潮流に感じ，新思想の鼓吹者と 

なりしは敢て怪しむに足らず。植村君の脳髓は内 

より生長するものなり。独力の研究を以て独力 

発明をなし，他人に無頓着にしてその信ずる所を 

キるは植村君の長所なり。海老名君は小崎君と遊 

ぺぱ小崎君に感化せられ，横井君と遊べば横井君 

に感化せられ，善く他人の長所を1{^って之を醇化 

す。君は其の心に於て極めて謙；！なり。君の服中 

には事理の究に於ては総ての人は同等なり。君 

の心は流励せる螺の如し，余りに強く一定の説を

固執せず，故に君は今日に於ても君の最も參しと 

感じたる方向に向って常に其説を变化す。君は神 

道は耶蘇教と同じ根抵に立つものなりと説き試み 

んとしたることもあり。.武士道と耶蘇教とを混じ， 

耶蘇教は武士道を璧化したるものなりといふやう 

に見たることもあり。帝国主義と蘇教の並行し 

得べき点を発見せんとしたることもあり。グリ一 

ン，主陽明，物沮狭，見神論，自然主義,社会主 

義，くプラ夕，マチズム> , 凡そ君の心の前に現は 

れたる総ての思想に対し君は何等かの感動.なきを 

得ず。而して君の思想は此感動に依りて何等かの 

変化を経ざるはなし。此の如き流動体の脳趟を有 

する君が,き由神学者の泰斗たること故て怪しむ 

に足らざるなり。，，‘，" 君は夫性の宗教家なり。君 

は思想の極めて自由なると共に常に神に対する崇 

拝長敬の念を有す。……」（镑点引用者）

とのような海老名牧師の下には，新思想を求める若 

きインチリが集り，教壇はまさに当代一傅の社会主義 

者，自由主義者たちの思想的啓蒙め舞台ともなってい 

た。先輩吉賺や小山に導かれて本鄉教会に属した鈴木 

は，とうした霧囲気のなかで海老名牧師の説教の筆記 

を受け持ち，教会の機関紙< 新人>  の編集にもあたゥ 

ながら，しだいに自らもこれに同化されていった。こ 

の間における鈴木の思想形成については既に松尾尊货； 

教授により指摘されているところでもあるが，進歩的 

キリスト教徒として，時代の社会問題に対•して深い関 

心を示しはじめてV、る。続発するストライキ，とりわ 

け足尾, 別子鉱山の暴動にさいして，鈴木は，はじめ 

て労働者と資本家との閩の陪級矛雇を指摘した。だが， 

当初は，労働者に对しては国法を揉卿する不遥の徒と 

よび，資本家に対しては労働者を遇するに道を以って 

せよという•■傍ま者的温情主義J にとどまっていた。 

しかしながら，既に実践まとしての精神を鼓吹されて 

いナこ鈴木は，間もなく「かくの如き大問題に対して何 

らの責任なきかJ と自問し，T心に聖賢を慕ひ， ロに 

六経を誦すとも唯載籍の上に鋭ひて身を以て践履せず 

んぱ, 道に於て何の得るととろぞJ とみるい立つので 

ある。こうした始木の意愁をさらに理論的にかりたて 

たのは，大学での請錢であった。 伝に記されている

注( 2 7 )前掲書，200H-216京，参照。 '
( 2 8 ) 山路愛山r我力，、見たる耶蘇教会の諸先生J (明治め年月，雑誌 r太陽J 所収〉。

( 2 9 ) 松塔尊兄r友使会史論j (大正デモクラシーの斬究，宵木書;お，1986年所収)。

( 3 0 ) 前掲部 145K,
( 3 1 ) r社会nn題と基借教徒j (Tr人，1907年g 月-け所収）
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青^年時代の鈴木文治

ところによると，彼は大学最終学年で時の社会政策学 

会の大立物，桑田熊蔵博士の講義にすっかり心を捕え 

られた。しばしば博士宅を訪ねて教えをうけ，労働間 

題についての認識をあらたにすると共に桑田の主張す 

る社会改良主▲ の理論に共鳴しi らをこれに定着させ 

てい'0 た。

とはいえ, 鈴木の前途には官僚として，或いは財界 

に入って上から社会政策にたずさわる道も自由に開か 

れていた。. それにもかかわらず，彼は己が歩むべき道 

として，これらを退けていた。大学時代の始木につい 

て，片山哲氏は次のように語られる。 r私が鈴木文治 

君に初めて会ったのは，明治41年 9 月，東京帝大にA  

学して本鄉台町のY M C A の寄宿舎に入っだ時であっ 

た。彼ふ紘付きに裕をはき，言論といい風格といい，

まるで先生かと思うはどであったが，我々若、入学生 

を相手にして， 『将来は大いに弁論をやらなけれぱな 

らない。わが輩は会社に入ったり官庁に行ったりする 

ことをやめ，主として社会運動，労倒!運動をやろうと 

思っている』と云い出したので皆びっくりしてしまっ 

たJ o 当時の帝大法学部は， いうまでもなく官界-^の 

兹竜門であったから，学生たちがおどろいたのは，む 

しろ当然であったと言えよう。だが鈴木のうちには，
(34)

既 に r生涯弱者の友として生きようJ という心情が培 

かわれていた。

明治42年 7 月，大学生活を終えた鈴木は，ま庭状況 

を知る先輩小山東助の配慮をうけて,いったん秀英社 

に入社した秀英社は我が国最古の印刷工場の一つで , 

その創立者佐久間貞- - は，日本のロバ一ト，オーゥCC 

ンともいわれるほど，労働組合運動についてはよき理 

解を示していたこともあり，鈴木にとって学ぶところ 

少なからずという毎日であつすこ。エ場に入っては職工 

生活に親しみ，.印刷術も研究した。また当時農商務省 

によって立案されていた工場法案に対する印刷同業組 

合の答申案作成に際しては，入社後間もない白面資^年 

の身でありながらも, 社を代表する"^人としてこれに 

参画した。こういうわけで，鈴木の同社における将来 

の地位については易々たろものがあった。しかしなが

ら，既に官界も実業界も，我が道にあ'らずと意を決し 

ていた彼は，より自由な立場から社会，労働問題につ 

いて学び，とりくむために，幾年3 月には同社を退社 

した。鈴木は退社と同時に東京朝日新間社の入社試験 

をうけて合格し，社会部記者として再出発した。

ところで，この入社試験の課題r東京におけ■る救済 

事業現況J は，始木にとってはまことに格好のチーマ 

で，10日の期限中に8 日間を施設各所の訪問と视察に 

費やして，20回分の原稿を一気に書きあげたが，これ 

は後に彼をして， [社会運動に駆り立てたk 線』とも 

なったのである。社会部記者としてスタ一トした鈴木 

は，入社3 日目に「ハレー豐星j の記事を書くことを 

命ぜられ，俄が持えの天文学者になクて狼狠したりも 

したが，持前の天分をよく生かして，社会事業,宗教 

問題，教育関係の記事を担当，時のトピック.ニュー 

ス，南北朝正閩問題，大逆事件等の記事の取材にもあ 

たり，編集主任にまで進んだ。しかし，編集上の失策 

のために在職わずかに1 年半にして退社のやむなきに 

至っすこ。

鈴木の記者生活時代に，彼の心を最もとらえていた 

ものは，貧民窟のドン底探梭であった6 彼は自ら印ぱ 

んてん腹がけ姿に変装して東京中のスラム後を廻り， 

木賃宿にも幾度力、泊り，スラム街にある救世軍や净土 

宗《̂# 済機関を訪ねて実態調査を行い, I ■東京浮浪人 

生活』を発表した。これと同時に，貧民救済ま:業の與 

隆を計るため [■浮浪人研究( I j を組織し，自らその世 

話役をつとめた。その会員中には，内務潜嘱託の法学 

博士小河滋次郎，救世軍の山室軍平,前柬京市長で慶 

應大学教授の堀切善次郎，鋳木とは大学同期で後に警 

視総盖となった丸山鶴吉などが名をつらねていた。こ 

れらの人々は，後に鈴木が友赞会を創立するにおよん 

で有力な後援者となった人々である。それはともかく 

鈴木がこの浮浪人研究調査の過程で発見したものは何 

であったろう力、。それは没落した中間層が意外に多い 

という事実であった。本来r国家の経済力の上からもj 

[国民思想の上からもJ きわめて重耍な役割を果たす 

べきはずのこれら中堅層め人々の没落に対して，何ら

注( 3 2 ) 当時の社会政策学会には，右派の論客として添HI舞一があり，左派の现論家としては高野岩:S郎があった。桑田は, 
その中間にあって改良生義を主張した。 ’

( 3 3 ) 第者への片山哲氏談，1974年11月6 日。

( 3 4 ) 自伝, 29直。

( 3 5 ) 自伝，3ぽ 。

( 3 6 ) 來ポ制日新聞，明治43年I2月9 日から44年2 月14日までに直つて述1 放されたこの記事は好評をえた。

( 3 7 ) 明治44年2 月10日結成されたこの会は;t 年のうちに会員40人となった。（六合誌，1912年2 月号参照)。

—■一'-1 0 3 0̂ ^ 5 ) -------
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の救资策も講じられていないという実態を，鈴木は深 

刻にうけとめていた。

鈴木が記者をしていた頃，朝日新聞社には，鈴木と 

同じ東北生れの文学W年石川厥木が校正係として動務 

していた。宮城県と岩-す4を̂互いに隣接する地に，しか

も僅か1 ヶ月余の差で狐々の声をあげた2 人は，社内
(38)

で時折顏を合せてはよく議論をしたようである。厥木

の明治44年 1 月 3 日の日記には，次のように記されて 

<0る。 •■平出春と与謝野13̂ のところへ年始に廻って， 

それから社に行った。平出君の勉で，無政府主義者の 

特別栽到に関する内容を聞いた。若し自分が裁判長だ 

ったら，管野スガ，官下太古，新村忠雄，古河力作の 

4 人を死刑に，大石，幸徳の2 人を無期に，内山愚堂 

を不敬罪で、5 年に，そしてあとは無罪にすると平出君 

が云った，またこの事件に関するま分の感想録を書い 

ておくと云った。幸徳が獄中から弁護士に送った陳情 

書なるものを借りて来た6 与謝野氏の家庭の空気は矢 

張予を悦しめなかった。社では鈴木文'冶君•と無政府主 

義に関する議論をした。留守中に金田一君が年始に来 

て，甚だキマリ悪そうにして帰ったそうである。夜， 

丸各, 並木二君が来て，12時過ぎまでビールを抜いて 

語ったJ 。平出君とは大逆事件で法廷に立った平出修 

弁護士のことで，厥木とは r明星時代J からの交際が 

あった人物である。

周知のように，貧困と病苦に鬪いながら文学への情 

熱をもやしつづけていた嫁木は，大逆事件の発覚を契 

機に，その思想を大きく左へカープさせていたから， 

彼にとって鈴木はまさに好個の論敵となっとも言■え 

よう。他方，鈴木は貧民問題，労傭)問題に深い関心を 

いだきながらも，無ISc府的社会主義の唱導を不健全な 

るものとして強く否定していた。没落した中問層を放 

衆しておくことは，とりもなおさずかかる不健全なる 

思想へと，これらの人々をかりたてる危險性を藤成し

ている如きものであると考えた。彼は，ほ木のように
(39)

矛盾にみちたロマンチストではなかつた。鈴木文治の

足は，現■実という大地にしっかりと掘えられていた。 

だが，それは同時に，きわめてナシナルな地盤でも

あっすこ6

それにしても，青年給木をかくあらしめたのは，そ 

もそも何ものであったろう力、。ここに今きわめて大雑 

把に彼の高等学校.大学時代をー腾してきたのである 

力;，青年時代のくの思想形成には，興味深い間題が 

多々あるように思われる。彼が高等学校時代を過した 

長州•山ロ，それは戊展戦争では彼の鄉瓜イ|{|台藩とは 

敲対l) , 今や幾多の人材を権力の座に据えた勝者の地 

であった。そうした地にあって，自らは没落した苦学 

生として1 人flホ吟するなかで，東北人固有の薩長藩閥

の対抗意識が芽生え，しだいに反権力的自由の精神 

が彼のうちに内包されていったのではなかろうか。そ 

してそれは, ：やがて彼をし'^官界への登奄を困くこぱ 

ませ，野人としての自由な立場にあって[生®!を弱き 

者の友としてご-1£きようj と決意せしめる要因ともなっ 

ていたように思われる。

既に述べたように，こうした貴^年鈴木の心を最も強 

く導いていたのは本間俊平その人であった。社会から 

没落した不良ぎ少年を己が採掘場に集めて，労働の神 

壁なるを自覚，更生させ，もって再び国力繁栄の徒た 

.らしめんとした本間の救，済事業ほ，学窓を出て実社会 

ヘスタートした鈴木に，g らスラム街を採檢せしめた 

原動力となっていたとraっては過言であろうセ、。友愛 

会の創立に当って，鈴木が何よりも先ず,労働者に品 

性の向上を促したのは，単に官憲の弾庄をさけるため 

のみの策ではなく , 本間俊平の人格養成論に心底から 

共鳴していすこからではなかろう'か。

' さらに，キリスト教徒としての鈴木の信仰はどのよ 

うであったか。彼の信仰の服は，生涯を通じて，しっ 

かりと十字架上のキリX トに向って注がれていた。し 

かしながら，少年時代にハリスト教（ギリシャ，力ト 

リック）の洗礼をうけた鈴木は，高等学校時代にはメ 

ソジスト教会に出入りし，大学時代には海老名弾正の 

組合派教会に属し，さらに朝日新聞社退社後は,.ユュ 

テリアン協会の事業にたずさわるという^^糖のなかで， 

必ずしも神学的には，一貫した理論をもちつづけてい 

たものではなかったと思われる。それは，正統派に対

注( 3 8 ) 好本は明治18/ポ9 月4 日に生れ，厥木は，同メず4 0月27日に生_れズいる。咏木は明治42架2 月.朝日新f}fj社に校正係 

として入:y :した。

( 3 9 ) 造くして世を去った嫉木は，青箱のシンボルのように:若やいだイメージを今なお保ちつづけている。しかし.彼はど 

矛盾にみちた，いくつもの顔をも力文学おはまれである0 .軽傅と离朝，朝気と弱行，善意と.身勝手，ilt族性とほ衆性， 

選民意識とiV-小,格，西'欧的近代意識と封建的感情，彼の内外は問断ない矛盾の调教ヵ硕きたっていた。c i：谷利彦m  
木の西洋と日本J 研梵社，昭和4啤 ，参照)。 ,
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青年時代の鈴木文治

立する海老名弹疋のま山神学のように，きわめて现突 

的な寛容さをもっていたものといえよう。そしてそれ 

は，また烈火の如き信仰の実跋家であると同時に， 0  

連の前途を慮るナシg ナリスト本間俊平にも相通じる 

ものであった'6 

かくして鈴木文治は，後進資本主義の日本が日 

清 ，日露の商戦役を経て急速に発展する途上で露呈さ 

れた帝国主義の糖々の矛盾のなかから出現した，いわ 

ゆる日本的キリスト教徒たる海老名弾正や本問俊平と 

の深いかかわりあいのなかで，若き日の思想的活力を 

養われ，それは，やがて友愛会の創立に向って彼の歩 

みを進ませる力ともなったのであさ。

〔付記〕 資料の収ilsに際してお世話下さった山ロ 

大学のホ焚秀男，馬渡淳一郎兩教授，また助言と発 

まの機会を4；•■えて下さった飯旧照教授と小松隆ニ教 

授，諸先生に心から感謝申し上げる次第でござ、、ま 

す。

なお，本稿は^̂ i木文治の生涯研究に関するものと 

して，先に日本労働協会雑誌に発表された二つの拙 

稿 r鈴木文治に関する一^研究■~一 生いたちと背f h  

(200号) ， 木文治の生涯—— 宵城の労働運動を中 

心として」びほ号),につづく研究ノートであること 

を付言させていただきます。

0 «北大学大学院経済学研究科研究生）

法0 1 0 )本間と並び宗教的史践家として知られる奴川豊彦は，反戦論によゥてほ艇されたりした経驗をもつが，本間はむし 

ろ戦争に協力的恣势を?"iミした6 彼の主宰する雑をには皇取慰i!Uせをを行レ* また自分の息子の召级嘆願書を車^̂0令部 

に提U1するはどめ愛国心の待ち主であった。
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